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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特
殊
詐
欺
に
よ
る

被
害
を
防
ご
う
！

　
令
和
元
年
の
広
島
県
内
の
特
殊
詐
欺
発
生
件
数

は
１
７
５
件
、
被
害
総
額
は
約
３
億
２
１
８
０
万

円
に
上
り
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
と
は
、
被
害
者
と
対
面
す
る
こ
と
な
く

電
話
や
メ
ー
ル
を
使
っ
て
指
定
し
た
口
座
へ
の
振
込

み
な
ど
で
、
現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
電
話
の
ほ
と
ん
ど
は
固
定
電
話
に

か
か
っ
て
き
ま
す
。
電
話
で
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
預
か
る
」
｢暗
証
番
号
を
教
え
て
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
１
０
０
％
詐
欺
で
す
。

●
他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
。

●
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
を
利
用
す
る
。

●
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、
相
手
を
確
認
し
て
か

ら
出
る
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

安芸太田町に住む藤井沙英ちゃん（９）、
圭吾君（６）、竜誠君（４）の３人きょうだい
は、みんなでゲームをしたり、鬼ごっこをした
り、とっても仲良しです。沙英ちゃんはニンテ
ンドースイッチの「どうぶつの森」、圭吾君は
サッカー、竜誠君は野球が好きです。

表紙写真紹介
ふじ   い さ　 え

けい  ご りゅうせい

き
ら
り

北
広
島
町秋

山 

利
恵
さ
ん（
67
）

と
し

　え

　
共
済
委
員
を
務
め
て
４
年
目
で
す
。

日
頃
か
ら
、
地
区
の
方
々
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
農
事
組
合
法
人
せ
ん
ご
く
の
里
の
加

工
部
の
部
長
を
し
て
い
ま
す
。
特
別
栽

培
農
産
物
「
安
心
！ 

広
島
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
定
さ
れ
た
法
人
産
の
大
豆
を
使

い
、
テ
ン
ペ
や
テ
ン
ペ
を
混
ぜ
込
ん
だ

み
そ
な
ど
の
加
工
品
を
製
造
し
、
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
花
が
好
き
で
、
庭
で
年
中
い
ろ
ん
な

種
類
を
育
て
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
」に
で
き
る
こ
と

こ
ん
な「
言
葉
」に
は
厳
重
注
意

広
島
県
警
防
犯
情
報
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あ
き  

や
ま

　
昨
年
の
秋
に
帰
郷
し
、
福
山
市
内
の

メ
ロ
ン
パ
ン
専
門
店
で
働
い
て
い
ま

す
。
メ
ロ
ン
パ
ン
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
方
や
リ
ピ
ー
タ
ー

さ
ん
も
多
く
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

接
客
し
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
小
学
生
の
時
に
両
親
と
始
め

た
「
よ
さ
こ
い
」
で
す
。
福
山
ば
ら
祭
り

や
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
高
知
県

の
大
会
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
体
を
動

か
す
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。

萩
原 

麻
琴
さ
ん
（
20
）

は
ぎ

　わ
ら

神
石
高
原
町

ま

　

 

こ
と

●
保
険
料
の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
。

●
詐
欺
グ
ル
ー
プ
を
捕
ま
え
た
ら
、

　
あ
な
た
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。

特  集 
「一筆
方
式
」は
令
和
3
年
産
ま
で

〜
水
稲
共
済
引
受
方
式
見
直
し
の
ご
案
内
〜



はい

一筆方式は耕地（一筆）ごとに最大で7割を補償しますが、
その他の方式は農家ごとの全耕地の合計を補償します。

いっ  ぴつ

　
お
米
を
生
産
さ
れ
て
い
る

多
く
の
皆
さ
ま
に
は
、
耕
地

ご
と
に
補
償
さ
れ
る
「
一
筆

方
式
」
で
水
稲
共
済
に
ご
加

入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
法
改
正
に
よ
り
、
一

筆
方
式
は
令
和
３
年
産
を
最

後
に
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
他
の
方
式
や
収
入
保
険
へ

加
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
安
心
し
て
営
農
を
行
う
た

め
に
は
農
業
保
険
へ
の
加
入

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
、

移
行
を
お
願
い
す
る
引
受
方

式
の
補
償
内
容
や
し
く
み
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

あなたにおすすめの引受方式は？

まずは、選択チャートでおすすめの方式をご確認ください

半相殺方式全相殺方式品質方式

は
い

い
い
え

い
い
え品質の低下を補償の対象にしたい

特 集

〜
水
稲
共
済
引
受
方
式
見
直
し
の
ご
案
内
〜

「
一
筆
方
式
」は
令
和
3
年
産
ま
で

は
い

JA等の乾燥調製施設に概ね全量を出荷している

い
い
え

販売・出荷があり、
青色申告をしている

スタートスタート

●けがや病気で管理や収穫ができない
●災害で作付不能になった
●市場価格が下がった
●コロナ禍で出荷が減少した
●盗難や運搬中の事故にあった　など

基準収入
保険期間
の収入

自己責任部分

支払率（9０％を上限として選択）

積立方式で補てん
保険方式で補てん

100％
90％

（保険方式+
積立方式の
補償限度額の上限）

80％
（保険方式の

補償限度額の上限）

●過去5年間の平
均収入（5中5）
が基本

●規模拡大など、
保 険 期 間 の 営
農 計 画も考 慮
して設定

補てん方式のイメージ図 青色申告書の提出年数が
５年以上の場合

収
入

減
少
収
入

減
少

収入保険

こんな場合の
収入減少も
補償の対象に

農業者が保険期間中に自ら生
産・販売する農産物の販売収
入。（簡易な加工品も含む）

対象となる収入

青色申告を行っている農業者
（個人・法人）が対象です。加入
申請時に青色申告の実績が１年
以上あれば加入できます。（令和
3年分の農業所得から青色申告
を開始すれば、令和5年１月から
収入保険に加入できます）

加入するには

9割
（5～9割）

９割
（7～9割）

９割
（7～9割）

９割
（7～9割）

８割
（6～8割）

全ての農産物を対象に、収入減少を補てんします。ポイント

それぞれの方式等には、加入要件があります。
補償の内容など詳しくは、次ページ以降をご覧ください。

補償の内容
補償割合※２ 最高補償割合を選択した場合の補償内容

農家ごとに２割を超える被害があるときに、共済金が支払われます。
増収した耕地や共済事故のない耕地は、基準収穫量で計算されます。

農家ごとに１割を超える被害があるときに、共済金が支払われます。
耕地ごとの増収や減収は相殺されます。

農家ごとに被害による減収または品質の低下があり、かつ生産金額が基準生産金
額の１割を超える被害があるときに、共済金が支払われます。

農家ごとに1割を超える被害があり、かつ統計単位地域（市町）ごとに統計単収の
１割を超える被害があるときに、共済金が支払われます。
※加入者個人の減収だけでは支払対象になりません。

※１:乾燥調製施設等から過去5年間の品種・出荷規格ごとの数量および販売価格等の資料提供が得られ、今後も出荷することができる農家の方が
　　 加入できます。
※２:最高補償割合を記載。補償割合は（ ）内で選択が可能です。

農家ごとに基準収入の1割を超える収入減少があった場合に、
保険金等が支払われます。

はん そう さい

半相殺方式

ぜん そう さい

全相殺方式※1

品 質 方 式※1

地域
インデックス

方式

収 入 保 険

方式等

収入保険
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　地域インデックス方式は、統計単位地域単収の
減少を基準に補償するため、農家ごとの収穫量の
減少は加味しません。
（農家ごとの収穫量が減少している場合でも、統
計単位地域単収に減少がない場合は、支払対象
になりません）

品質方式 地域インデックス方式

　品質方式は、出荷資料により収穫量の減少を補
償するため、増収も加味されます。
　加えて、収穫量と生産金額の両方が減少してい
ないと、支払いの対象になりません。
（収穫量が減少しても、価格の高騰などにより生産
金額が増加した場合は、支払対象になりません）

全相殺方式

基準収穫量計

2,000㎏
基準収穫量計の9割が補償の対象です。
2,000㎏×9割＝1,800㎏…❶

500㎏500㎏ 500㎏500㎏

500㎏500㎏ 500㎏500㎏

収穫量計

1,750㎏
増収分200㎏は
減収分450㎏と相殺します。

500㎏500㎏ 50㎏50㎏

500㎏500㎏ 700㎏700㎏

農家全体の収穫量が基準収穫量計の９割を下回っていること支払条件

ポイント

－450㎏

　農家単位の補償方式である半相殺方式・全相殺方式・品質方式・地域
インデックス方式にこの特約を付けると、所有する耕地が複数あり、農家
単位の補償では共済金の支払対象にならないときでも、特例として、被
害が５割を超えると見込まれる耕地は、基準収穫量の２割（最高補償割
合選択時）の共済金をお支払いすることができます。

一 筆 半 損 特 約 がおすすめがおすすめ

右ページの算出例と同じ条件で
半相殺方式に加入した場合

基準収穫量計

2,000㎏
収穫量計

1,700㎏

500㎏500㎏ 500㎏500㎏

500㎏500㎏ 500㎏500㎏

500㎏500㎏

500㎏500㎏

200㎏200㎏

500㎏500㎏

補償のしくみ
算出例 の場合◎10aの耕地４枚を作付け ◎補償割合は最高補償で加入 ◎各耕地の基準収穫量500㎏

半相殺方式

基準収穫量計

2,000㎏
増収分を除いた収穫量計

1,550㎏
基準収穫量計の8割が補償の対象です。
2,000㎏×8割＝1,600㎏…❶

増収分200㎏は加味しません。

半相殺方式では、申告いただいた被害圃場の収穫量により
補償するため、増収は加味しません。例えば、上の図のように
700㎏収穫できた耕地があったとしても、基準収穫量の500㎏の収穫量で計算します。

全相殺方式では、出荷資料により収穫量の減少を補償する
ため、増収も加味されます。例えば、上の図のように700㎏収
穫できた耕地があったとすると、収穫量の合計は1,750㎏となります。

500㎏500㎏ 500㎏500㎏

500㎏500㎏ 500㎏500㎏

500㎏500㎏

500㎏500㎏

農家全体の収穫量が基準収穫量計の８割を下回っていること支払条件

ポイント

50㎏50㎏

全体の収穫量が基準収穫量計の
９割（1,800㎏）を下回っている

基準収穫量計の9割から収穫量計
を引いた部分が補償の対象です。
❶1,800㎏（基準収穫量計の9割）
－❷1,750㎏（収穫量計）
＝50㎏（補償する収量）
補償する収量に１㎏当たり補償額
をかけて共済金を算出します。

支払対象

支払対象

－450㎏

＋200㎏

700㎏700㎏
＋200㎏

－300㎏

…❷

全体の収穫量が基準収穫量計の
８割（1,600㎏）を下回っている

基準収穫量計の8割から収穫量計
を引いた部分が補償の対象です。
❶1,600㎏（基準収穫量計の8割）
－❷1,550㎏（収穫量計）
＝50㎏（補償する収量）
補償する収量に１㎏当たり補償額
をかけて共済金を算出します。

支払対象

…❷

（収穫時）

支払対象外

全体の収穫量が基準収穫量計の
８割（1,600㎏）を下回ってない

一筆半損特約を付けると1枚の耕地が
５割以上減収（-300㎏）している

基準収穫量の２割が補償の対象です。
500㎏（被害耕地の基準収穫量）×２割
＝100㎏（補償する収量）

●一筆半損特約なし（半相殺方式）

●一筆半損特約あり
（収穫時）

（収穫時）
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●
保
険
料
・
事
務
費

　
個
人
の
場
合
は
必
要
経
費
、
法
人
の
場
合
は
損
金
に

計
上
し
ま
す
。
(消
費
税
は
非
課
税
扱
い
）

　
会
計
上
は
、
損
益
計
算
書
の
経
費
欄
に
「
農
業
共
済

掛
金
」
と
し
て
計
上
し
ま
す
。

●
積
立
金

　
預
け
金
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
(個
人
・
法
人
）

　
会
計
上
は
、
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
「
経
営
保

険
積
立
金
」
と
し
て
計
上
し
ま
す
。

●
保
険
金

　
「
収
入
保
険
補
て
ん
収
入
」
と
し
て
保
険
期
間
の
雑

収
入
に
計
上
し
ま
す
。

　
保
険
金
等
の
見
積
額
は
、
個
人
の
場
合
は
損
益
計
算

書
の
収
入
金
額
欄
の
雑
収
入
、
法
人
の
場
合
は
損
益
計

算
書
の
特
別
利
益
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
貸
借
対
照

表
の
資
産
の
部
の
未
収
金
に
計
上
し
ま
す
。

●
特
約
補
て
ん
金

　
加
入
者
の
積
立
金
と
国
庫
補
助
金
か
ら
な
り
、
積
立

金
は
預
け
金
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
国
庫
補
助
相
当
分

は
保
険
金
と
同
じ
扱
い
で
す
。

　
法
人
の
保
険
期
間
は
、
会
計
期
間
の
１
年
間
で
す
。

　
会
計
期
間
開
始
の
前
月
ま
で
、
令
和
3
年
の
加
入
申

請
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
20
棟
（
40
㌃
）
で
ミ

ズ
ナ
な
ど
の
軟
弱
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
収
入
保
険
に
は
2
0
1
9
年
か
ら
加

入
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
し
た
年
に
、
野
菜
の
市
場
価
格
が

低
下
し
た
た
め
収
入
が
減
少
し
、
補
て
ん

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
梅
雨
が
長
い
な
ど
天
候

が
悪
く
、
出
荷
量
が
減
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
要
因
で
収
益
が
上
が
ら
な
い
な
ど
、

収
入
保
険
は
売
り
上
げ
減
少
に
対
す
る
補

償
が
あ
る
の
で
、
加
入
し
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
ど
の
農
家
さ

ん
で
も
、
い
つ

災
害
に
出
く
わ

す
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
収
入
保

険
は
、
災
害
時

の
安
心
材
料
に

も
な
る
と
思
い

ま
す
。

の

声声

加
入
者

広
島
市
安
佐
南
区

武
内 

祥
吾

た
け 

う
ち

し
ょ
う   

ご

さ
ん 

（49）

税
務
・
会
計
の
取
扱
い

保
険
金
請
求
の
流
れ

　
収
入
保
険
の
保
険
金
お
よ
び
特
約
補
て
ん
金
は
、
保

険
期
間
終
了
後
の
令
和
2
年
分
の
税
申
告
後
（
令
和
3

年
申
告
後
）
、
法
人
の
方
は
事
業
年
度
終
了
後
に
保
険

金
請
求
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
金
等
を
受
け
取
る
見
込
み
の
あ
る
方
は
、
保
険

金
お
よ
び
特
約
補
て
ん
金
の
受
取
見
積
額
を
算
出
し
、

当
該
税
申
告
に
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職
員
が

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
申
告
に
お
け
る
留
意
点

法
人
は
会
計
期
間
開
始
の
前
月
ま
で

加
入
申
請
で
き
ま
す

4月 1月3月

（
保
険
期
間
が
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
場
合
）

｢保
険
期
間
の
実
績
申
告
書
兼
保
険
金

等
請
求
書
｣を
提
出

(令
和
２
年
の
農
業
収
入
金
額
の
申
告
と
と
も

に
保
険
金
等
を
請
求
）

保
険
金
等
見
積
額
を
雑
収
入
に

計
上
し
、
税
務
申
告

保
険
金
等
の
お
支
払
い

(所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
１
表
な
ど
税
務

申
告
書
類
）

見
積
額
算
出
の
準
備

保
険
金
等
見
積
額
を
算
出

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す

売上げが9割を下回ったので、43,200円を補てん

売上げが9割を下回ったので、14,400円を補てん

　収入保険なら、全体の収穫量が9割を下回っていなく
ても、売上げが9割を下回っていれば対象です。(事例
の場合、従来の制度に比べ、収入保険の方が支払対象
になりやすくなります）

　水稲共済は、収穫量のみの補償です。(収穫後の補償
もありません)ナラシ対策は、県全体の作柄・相場価格
によって支払いが左右されます。
　収入保険なら、個々の売上額で補てんの額を算定し、
基準収入の9割を下回っていれば対象となります。
　価格低下や収穫後の事故（盗難や水濡れなど）も補
償の対象です。

加入のポイントと事例の紹介加入のポイントと事例の紹介

青申もしているけど、半分以
上は飯米だし、収入保険に
入っても意味がないかな…。

水稲共済やナラシ対策がある
し、収入保険は掛金も高いし、
あまり魅力がないかな…。

兼業農家Ａさん（50代）
経営規模 水稲30a

専業農家Ｂさん（40代）
経営規模 水稲10ha

水稲を栽培し、収入保険への

加入を迷っているあなたへ・・・

水稲を栽培し、収入保険への

加入を迷っているあなたへ・・・

● 令和元年の天候不順や獣害等で、3,470
万円を支払いました。(水稲栽培の加入者147

件のうち35件へお支払い）
● 令和2年のウンカによる被害や獣害、コ

ロナの影響による減収で、1月末までに
5件1,379万円のつなぎ融資（収入が9割を下

回った場合、申請を行えば補てん金の8割を早期に仮

払いします）を実施しています。

●

事  

例

毎年の平均収穫量が50袋(1,500㎏）
16万円売上平均

25袋を飯米・縁故米として自家消費
25袋を販売

毎年の売上平均が1,000万円

売上額が150万円減少
市場価格の低下…850万円の売上げ

売上額が250万円減少
日照不足､ウンカが発生…750万円の売上げ

掛 金 売上げが16万円の場合

初年度 保険料 事務費 積立金＋ 6,029円 3,600円

掛 金 基準収入が1,000万円の場合

初年度 保険料 事務費 積立金＋ 10万円 22.5万円

20袋を販売　　　  12.8万円
獣害が発生…45袋(1,350㎏)を収穫

日照不足､ウンカが発生…40袋(1,200㎏)を収穫
15袋を販売　　　  9.6万円売上

25袋を飯米・縁故米として自家消費

●

事  

例

売上げが9割を下回ったので、45万円を補てん

25袋を飯米・縁故米として自家消費

売上げが9割を下回ったので、135万円を補てん

● ウンカや日照不足等、収穫後に収入減少
が分かった場合も、分かった時点で事故
通知すれば、補償の対象になります。

● 保険料・事務費は経費に計上できます。
● 掛金は、9回まで分割支払いができます。

売上

２年目 積立金4,601円保険料 事務費＋ 積立金 ４年目 7.9万円保険料 事務費＋ 積立金

２年目 9.1万円保険料 事務費＋ 積立金

補てん金の支払いが
なければ翌年へ持ち
越します。

保険金の支払いがなければ
(2割以上の売上げ減少がなければ)
年々安くなります｡

補てん金の支払いが
なければ翌年へ持ち
越します。

保険金の支払いがなければ
(2割以上の売上げ減少がなければ)
年々安くなります｡

収入保険です！
売上げが大きく下がった時、

頼りになるのが

他
に
も
こ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
！

水
稲
農
家
へ
の

支
払
実
績

収入保険事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ
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農
作
物
共
済

果
樹
共
済

※
一
筆
方
式
の
被
害
面
積
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

被害面積
割合

令和２年産 農作物共済（水稲）
災害別被害面積割合

獣害
35.3%

虫害
54.5%

その他 0.4%
鳥害 0.3%

病害 2.9%
干害 1.6%

風水害
5.0%

令和2年産水稲の作柄表示地帯別10ａ当たり収量
 (農林水産省 中国四国農政局 広島支局より令和２年12月９日発表)

北部
506㎏

（作況指数 96）

南部
488㎏

（作況指数 90）

◎作況指数
95～98
　…「やや不良」
94以下
　…「不良」

広島県
499㎏
作況指数

95（ ）

広島県
499㎏
作況指数

94（ ）

拡
充
し
た
補
償
内
容
に

切
替
え
ま
せ
ん
か

園
芸
施
設
共
済

トビイロウンカにより坪枯れした農地

　
農
作
業
中
に
い
く
ら
気
を
付
け
て
い

て
も
、
不
注
意
で
農
機
具
に
大
き
な
損

害
を
被
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

農
機
具
は
高
額
に
な
り
、
修
理
費
用
が

大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と
も
。
も
し
も

の
時
に
備
え
、
農
機
具
共
済
に
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

　
農
機
具
共
済
で
は
、
加
入
割
合
で
お
支

払
い
の
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
(支
払
例

を
参
照
）
ご
加
入
の
際
は
、
新
調
達
価

額
※
で
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
支
所
等
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
調
達
価
額
と
は
、
加
入
さ
れ
る
農
機
具
と
同
一

の
機
種
で
同
程
度
の
性
能
を
有
す
る
新
品
農
機
具

の
現
在
の
市
場
価
格
（
新
品
価
格
・
値
引
き
前
）

　
11
月
、
12
月
に
お
支
払
い
し
た
果
樹

の
共
済
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
主
な
被
害
は
、
指
定
か
ん
き
つ
で
は

令
和
元
年
12
月
中
旬
か
ら
令
和
２
年
１

月
上
旬
に
か
け
て
平
年
に
比
べ
気
温
が

高
く
降
雨
が
多
か
っ
た
た
め
、
不
知
火

で
腐
敗
果
、
落
果
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
な
し
で
は
令
和
２
年
４
月
下

旬
の
降
霜
に
よ
り
、
花
そ
う
の
枯
死
や

傷
果
が
発
生
し
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
等
か
ら

「
令
和
３
年
産
　
水
稲
共
済
加
入
申
込

書
兼
変
更
届
出
書
（
営
農
計
画
書
）
」

が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
記
入
方
法
な

ど
を
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で
に
取

り
ま
と
め
先
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
提
出
後
に
水
稲
作
付
面
積
の
増
減
や

経
営
移
譲
に
よ
る
加
入
者
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。損

害
防
止
事
業

農
作
物
共
済
関
係
対
象

損
害
防
止
事
業

助
成
金
を
支
払
い
ま
し
た

　
防
護
施
設
の
新
規
設
置
に
係
る
資

材
費
の
助
成
と
し
て
、
10
月
末
ま
で

に
申
請
が
あ
っ
た
９
４
３
件
に
つ
い

て
、
総
額
１
１
３
８
万
８
５
２
６
円

を
12
月
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

▼
農
作
物
共
済
加
入
者

　
８
８
９
件
　

　
　
９
９
８
万
８
９
３
７
円

▼
収
入
保
険
移
行
者

　
54
件
　
１
３
９
万
９
５
８
９
円

　
対
象
組
合
員
３
４
４
４
戸
へ
共
済
金

２
億
９
８
６
１
万
５
９
７
９
円
を
12
月

21
日
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
被
害
申
告
さ
れ
た
全
て
の
皆
さ
ま

に
、
損
害
評
価
の
結
果
通
知
を
送
付
し

ま
し
た
。

令
和
２
年
産
水
稲

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

営
農
計
画
書
の
提
出
を

※
作
況
指
数
…
10
㌃
当
た
り
平
年
収
量
に
対
す
る

10
㌃
当
た
り
予
想
収
量
の
比
率
で
す
。

今
年
度
を
も
っ
て
、
こ
の
助
成
金
は
終

了
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
産
水
稲
の
主
な
被
害
は
、
虫

害
・
獣
害
・
風
水
害
で
す
。
虫
害
で
は
、

22
年
ぶ
り
に
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
大
発
生

に
よ
り
警
報
が
発
令
さ
れ
、
県
南
部
を
中

心
に
、
各
地
で
葉
茎
の
吸
汁
に
よ
る
坪
枯

れ
や
生
育
不
良
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
獣
害
で
は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

等
に
よ
る
食
害
や
踏
み
倒
し
が
県
内
全
域
で

発
生
、
一
部
地
域
で
は
７
月
中
旬
の
大
雨
に

よ
る
土
砂
流
入
や
台
風
10
号
で
倒
伏
し
た
こ

と
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
干
害
や
鳥
害
、
い
も
ち
病
や

紋
枯
病
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

霜
に
よ
る
傷
果
な
ど
で

共
済
金
を
お
支
払
い

新
制
度
へ
移
行
さ
れ
た

加
入
者
の
声
を

ご
紹
介
し
ま
す

北
広
島
町

農
事
組
合
法
人
う
づ
つ
き

小
川 

和
夫
さ
ん 

（70）

代
表

　
平
成
７
年
に
法
人
を
設
立
し
、
当
初

か
ら
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
17
棟
あ
る
ハ
ウ
ス
で
は
、
大
玉
ト

マ
ト
を
主
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ケ
ー
ル

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
昨
年
と
昨
年
は
、
２

年
連
続
で
台
風
の
強
風
に
よ
り
ビ
ニ
ー

ル
が
破
れ
る
被
害
が
あ
り
、
共
済
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
、
９

月
に
改
正
さ
れ
た
小
損
害
不
て
ん
補
１

万
円
特
約
を
選
択
し
て
い
た
の
で
、
少

額
の
損
害
も
補
償
の
対
象
と
な
り
助
か

り
ま
し
た
。

　
保
険
は
万
が
一
の
お
守
り
の
よ
う

な
も
の
。
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
で
安
心
し
て
農
業
が
で

き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
掛
金

の
割
引
な
ど
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
９
月
か
ら
は
、
８

割
ま
で
し
か
選
択
で
き
な
か
っ
た
付
保

割
合
（
補
償
割
合
）
が
10
割
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
耐
用
年
数
経
過
後

も
補
償
額
が
下
が
ら
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
再
建
築
価
額
ま
で
補
償
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
損

害
不
て
ん
補
（
支
払
基
準
）
で
1
万
円

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
補
償
内

容
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
や
新
制
度

へ
の
移
行
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
各

支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
調
達
価
額
で
の

加
入
が
お
す
す
め

農
機
具
共
済

果樹共済 共済金支払状況
面積（a) 支払共済金（円）戸数(戸）

平成31年産うんしゅうみかん
（災害収入共済方式）

令和2年産指定かんきつ
（災害収入共済方式）

令和2年産ぶどう
（半相殺減収総合一般方式）

令和2年産なし
（半相殺減収総合一般方式）

区　分

合　計

100.1

101.5

56.2

303.6

561.4

282,381

753,592

636,800

2,418,020

4,090,793

4

5

5

7

21

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た

め
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金

等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

支払例

全損 損害額 200万円

免責額 40万円
分損 損害額 50万円

免責額 10万円

支払共済金

（災害共済金160万円＋臨費16万円）

（災害共済金80万円＋臨費8万円）

支払共済金

（災害共済金40万円＋臨費4万円）

（災害共済金20万円＋臨費2万円）

加入金額(共済金額)

176万円 44万円200万円
（掛金 9,000円）

88万円 22万円100万円
 （掛金 4,500円）

※格納中以外の事故については、20％の免責があります。

加入金額（共済金額）
災害共済金＝（損害額－免責額※）×

新調達価額

新調達価額
の50％
で加入

新調達価額
で加入

オススメ

●
新
調
達
価
額
2
0
0
万

●
接
触
事
故（
稼
働
中
）

ト
ラ
ク
タ
ー

総
合
共
済 

臨
時
費
用
担
保
特
約
付
で
の

加
入
の
場
合

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
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今
回
の
食
材

レ
モ
ン
ご
は
ん

 

ヒ
マ
ラ
ヤ
原
産
の
レ
モ
ン
は
、
明
治
初
期
ご
ろ
日

本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
な
ど
暖
か
い
地
方

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
広
島
県
は
レ

モ
ン
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
国
産
レ
モ
ン
の
お
よ
そ

６
割
を
占
め
、
生
産
量
一
位
で
す
。

　今
回
混
ぜ
合
わ
せ
た
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
ほ

か
、
鮭
フ
レ
ー
ク
や
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
の
み
じ
ん

切
り
を
加
え
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　レ
モ
ン
の
酸
味
と
香
り
は
、
塩
味
や
う
ま
味
を

引
き
立
て
、
塩
分
を
減
ら
し
て
も
物
足
り
な
さ
を

補
っ
て
く
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
減
塩
に
レ
モ

ン
を
積
極
的
に
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　赤
米
の
持
つ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
系
の
色
素
は
、

レ
モ
ン
の
果
汁
を
加
え
る
と
ほ
ん
の
り
ピ
ン
ク
色

に
発
色
し
彩
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人 

　
広
島
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

米
赤米
はちみつ
レモンの果汁
レモンの皮
ちりめんじゃこ

1合
小さじ2
小さじ1
大さじ2
1/2個分
大さじ2

作り方

レ
モ
ン

❶ 研いだ米に、赤米と1合分の水を加え、約
1時間浸水させる。

　（赤米を加えているため）
❷はちみつを入れて炊く。
❸レモンの皮は千切りにする。
❹炊き上がったご飯にレモン汁、レモンの

皮、ちりめんじゃこを混ぜる。

料理のポイント
★レモンの皮は、すりおろしてもOKです。

レモンは国産を使いましょう。皮を塩でこ
すり洗いすると、汚れが取れて、香りも良
くなります。

★レモンの果汁を出しやすくするには、丸ご
と電子レンジに500Ｗで30秒～1分かけて
横半分に切ります。または強く転がして、
皮を柔らかくして半分に切り、房に切り込
みを入れるとたくさんの果汁が取れます。

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

旬

＊
か
ん
き
つ
類
の
中
で
も
レ

モ
ン
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
、抗
酸
化
作

用
が
あ
り
、免
疫
力
を
上

げ
る
こ
と
も
期
待
で
き

ま
す
。

＊
レ
モ
ン
の
酸
味
の
主
成
分

で
あ
る
ク
エ
ン
酸
は
、疲

労
回
復
効
果
や
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
促
進
す
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。

一
口
メ
モ

レ
モ
ン

調理時間

（米の浸水時間・炊飯時間を除く）

15 分

　
レ
モ
ン
の
島
、瀬
戸
田
町
で
レ
モ
ン
を
90
㌃
栽

培
し
て
い
ま
す
。ミ
カ
ン
、中
晩
柑
を
合
わ
せ
る
と

５
８
０
㌃
ほ
ど
で
す
。

　
今
年
で
就
農
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
。主
な
出
荷

先
は
三
原
市
、広
島
市
の
J
A
グ
ル
ー
プ
の
産
直
市

や
ス
ー
パ
ー
で
、そ
の
他
に
直
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
目
指
し
て
い
る
レ
モ
ン
は
、え
ぐ
み
が
な

く
か
じ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
、ま
ろ
や
か
な
酸
味
の
レ

モ
ン
で
す
。果
実
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い
よ
う

に
、小
ま
め
な
水
や
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
わ
が
家
で
は
、タ
コ
と
レ
モ
ン
の
皮
を
お
米
と

一
緒
に
炊
い
た
り
、お
酒
に
レ
モ
ン
を
加
え
た
り
し

て
、レ
モ
ン
の
風
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
も
一
度
、瀬
戸
田
の
レ
モ
ン
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

長
畠 
弘
典
さ
ん
（
40
）

尾
道
市
瀬
戸
田
町

な
が  

は
た

ひ
ろ 

の
り

「面積を広げ、かんきつ栽培が盛んな島を盛り
上げたいです」と長畠さん

　削
蹄
助
成
金
交
付
申
請
の
締
め
切
り

は
、
令
和
３
年
２
月
末
日
で
す
。

　交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
上
「
削
蹄
師
に
よ
る
証
明
」
ま

た
は
「
削
蹄
代
金
領
収
書
（
ま
た
は
請

求
書
）
の
写
し
」
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　診
療
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
組

合
家
畜
診
療
所
へ
の
電
話
で
の
往
診
依

頼
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
の
間
に

お
願
い
し
ま
す
。
(た
だ
し
、
急
患
は

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

削
蹄
助
成
金
申
請
の

締
切
り
間
近
で
す

家
畜
診
療
所
の

診
療
受
付
時
間
に
つ
い
て

家
畜
共
済

妊娠鑑定をする獣医師

症
に
な
り
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
生

ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
臍
帯
の
辺
り
を
よ

く
観
察
し
、
汚
れ
て
い
た
ら
き
れ
い

に
ヨ
ー
ド
剤
な
ど
で
消
毒
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
数
日
経
っ
て
へ
そ
が
大
き

い
な
と
感
じ
た
ら
、
臍
帯
炎
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
家
畜
診
療

所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
初
期
の

状
態
で
あ
れ
ば
、
数
日
の
治
療
で
治

り
ま
す
。
（
時
間
が
経
つ
ほ
ど
治
り

に
く
く
な
り
ま
す
）

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
普
段
か
ら
観

察
が
重
要
で
す
。
大
事
な
牛
た
ち
を

し
っ
か
り
観
察
し
、
健
康
に
育
て
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　へ
そ
の
緒
（
臍
帯
）
は
母
牛
の
体

内
で
胎
子
と
母
牛
を
つ
な
ぐ
管
で

す
。
管
の
中
に
は
、
酸
素
や
栄
養
な

ど
を
送
る
臍
静
脈
、
逆
に
二
酸
化
炭

素
や
老
廃
物
な
ど
を
回
収
す
る
臍
動

脈
、
胎
子
の
尿
を
胎
子
か
ら
出
す
尿

膜
管
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
管
は
、
出
産
ま
で
活
躍
し
、

胎
子
が
母
牛
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と

き
に
切
れ
て
役
目
が
終
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
は
す
ぐ
に
閉
じ
て
収
縮
し
、

最
後
は
筋
状
に
な
り
脱
落
し
ま
す
。

通
常
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
閉
じ
る
の
で

問
題
な
い
で
す
が
、
汚
れ
た
り
し
て

い
た
ら
細
菌
な
ど
の
感
染
源
に
な
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
臍
帯
炎
に
な
っ

た
り
、
細
菌
が
体
を
巡
っ
て
関
節
炎

に
な
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
敗
血

大
川 

雄
三

府
中
家
畜
診
療
所 

　

へ
そ
の
緒
の
話

さ
い
た
い

２
カ
月
間
の
お
試
し

購
読
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
週
に
１
回
、
毎
週
水
曜
日
に
発
行
す
る

農
業
共
済
新
聞
で
は
、
収
入
保
険
制
度
や

農
業
共
済
制
度
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
へ
加
入
す
る
農
家
の
声
、
全

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
多
数
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
共
済
新
聞
を
２
カ
月
間
無
料
で
お
読

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
な
ら
、
お
試
し
後
に
引
き
続
き
購
読
い

た
だ
い
た
方
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ッ
ズ
を
差

し
上
げ
ま
す
。

《
試
し
読
み
・
購
読
の
申
し
込
み
は
、
各
支

所
等
へ
》毎週水曜日発行

年間購読料
5,520円
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シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
滿
恵
さ
ん
は
「
知
識
が
な
い
状
態
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
嫁
二
人
が
講
習
に

通
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
お
い
し
い
ブ
ド
ウ

が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。

　
ま
た
、
販
路
拡
大
に
な
れ
ば
と
麻
奈
美

さ
ん
と
嘉
美
さ
ん
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
注
文
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

喜
ん
で
も
ら
え
る
ブ
ド
ウ
を

　
｢自
然
に
近
い
か
た
ち
で
育
て
た
い
」
と

い
う
思
い
で
、
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
わ

て
農
園
を
始
め
て
35
年
、
滿
恵
さ
ん
を
中

心
に
母
の
掛
政
江
さ
ん
（
88
）
、
長
男
・

寿
志
さ
ん
の
妻
・
麻
奈
美
さ
ん
（
38
）
、

次
男
・
啓
昌
さ
ん
の
妻
・
嘉
美
さ
ん

（
35
）
が
協
力
し
て
農
業
に
励
ん
で
い
ま

す
。

若
い
力
が
新
戦
力

　
麻
奈
美
さ
ん
と
嘉
美
さ

ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
保

育
園
に
通
い
始
め
る
の
を

機
に
、
作
業
を
手
伝
い
始

め
ま
し
た
。
麻
奈
美
さ
ん

は
「
誘
わ
れ
た
と
き
は
不

安
も
あ
っ
た
け
ど
、
や
っ

て
み
る
と
楽
し
く
て
」
と

話
し
、
嘉
美
さ
ん
は
「
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
身
近
に
農

業
が
あ
っ
た
の
で
、
抵
抗

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
の
都
合
で
働
く
時

間
を
変
更
で
き
る
の
で
、

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
か
ら
は
、

　
女
性
た
ち
が
主
に
な
っ
て
「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」
や
ミ
ズ
ナ
な
ど
の
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
、
東
広
島
市
志
和
町
の

「
た
け
む
ら
農
園
｣（
竹
村
建
一
代
表
＝
62

歳
、
果
樹
・
野
菜
50
㌃
）
。
代
表
の
妻
・

滿
恵
さ
ん
（
62
）
の
実
家
の
田
を
畑
に
し

東広島市

　
自
身
で
収
穫

し
法
人
へ
持
ち

込
む
人
も
い
ま

す
が
、
収
穫
か

ら
依
頼
す
る
農

家
が
ほ
と
ん
ど

だ
と
い
い
ま

す
。
収
穫
期
に

は
、
職
員
3
〜
6
人
で
町
内
を
回
り
、
2

週
間
か
け
て
収
穫
。
法
人
の
鹿
本
由
美
さ

ん
（
55
）
は
「
剪
定
さ
れ
て
い
な
い
木
や

崖
に
近
い
場
所
も
あ
る
の
で
、
安
全
を
考

慮
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

　
買
い
取
っ
た
ユ
ズ
を
手
作
業
で
絞
り
、

果
汁
と
皮
に
分
け
ま
す
。
法
人
の
加
工
場

で
は
、
ポ
ン
酢
や
ゆ
ず
茶
、
柚
子
味
噌

に
、
残
り
の
果
汁
と
皮
は
業
者
に
依
頼

し
、
ジ
ュ
ー
ス
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
に

加
工
し
て
い
ま
す
。

　
｢作
木
に
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
を
元
気
に
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
例
年
の
よ
う
な
売
り
上
げ
に
は
な
ら
な

い
が
、
協
力
し
て
作
木
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
鹿
本
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
三
次
市
作
木
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気

む
ら
さ
く
ぎ
（
熊
本
孝
司
理
事
長
＝
70

歳
）
で
は
、
町
内
の
農
家
か
ら
ユ
ズ
を

買
い
取
り
、
加
工
品
に
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た

加
工
品
作
り
を
10
年
前
に
引
き
継
ぎ
、

今
で
は
約
30
戸
か
ら
年
間
約
5.5
㌧
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
町
で
は
、
特
産
品
に
し
よ
う
と
昭
和

50
年
代
か
ら
多
く
の
農
家
で
ユ
ズ
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
は
、
高

齢
化
で
管
理
や
出
荷
が
で
き
な
い
農
家
が

増
加
。
法
人
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地

域
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ユ
ズ
の
加
工
品
で

地
域
を
元
気
に

　
26
㌃
の
５
連
棟
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
は
、
｢ま

る
豊
ト
マ
ト
」
と
し
て
広
島
県
内
や
大

阪
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
地
元
で
あ
る
神
石
高

原
町
を
離
れ
、
県
内
外
の
ホ
テ
ル
で
５

年
間
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
祖
父
母
が
高
齢
に

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
実
家
へ
帰
り
ま
し

た
。
い
つ
か
は
地
元
で

働
き
た
い
と
思
っ
て
い

て
、
さ
ら
に
土
地
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
、
神
石
高
原
町
特
産

の
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
農
家
の
手
伝

い
や
２
年
間
の
研
修
を

経
て
、
２
０
１
９
年
に
就
農
。
１
年
目

は
先
が
見
え
な
い
毎
日
に
不
安
で
し
た

が
、
年
間
の
流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
、
２
年
目
は
大
変
さ
が
多
少
や
わ
ら

ぎ
ま
し
た
。
農
業
は
毎
年
同
じ
よ
う
に

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
、
経
験
を
次
に
つ
な
げ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
将
来
は
栽
培
面
積
を
50
㌃
ま
で
広

げ
、
1
歳
に
な
る
息
子
に
引
き
継
い
で

も
ら
う
こ
と
が
夢
で
す
。
地
域
で
応
援

し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
こ
の
土
地
で
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

神
石
高
原
町

特
産
の
ト
マ
ト

継
ぐ
若
い
力

「今年は栽培期間を１カ月延ばし、12月末まで収穫したい
です」と池田さん

池
田 

裕
貴
さ
ん 

（
28
）

せ
ん
て
い

家
族
の
団
結
で

広
が
る
可
能
性

い
け

　 

だ

ゆ
う

　 

き

ミズナを収穫しながら談笑する（左から）嘉美さん、麻奈美さん、政江
さん、滿恵さん

元気むらさくぎのユズの加工品

施設を点検・補強する建一さん

ず
、
土
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
良
質
な
堆
肥
を
入
れ
て
良
い
土
に
す
る

こ
と
で
、
病
気
に
な
り
に
く
く
、
虫
も
つ

き
に
く
く
な
る
」
と
滿
恵
さ
ん
は
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
政
江
さ
ん
は
、
草
む
し
り
や
収
穫
後
の

片
付
け
な
ど
で
、
み
ん
な
を
支
え
る
縁
の

下
の
力
持
ち
。
勤
め
に
出
て
い
る
建
一
さ

ん
は
、
週
末
に
は
防
除
や
圃
場
の
準
備
な

ど
力
作
業
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
｢み
ん

な
で
相
談
し
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
尋

ね
た
り
、
調
べ
た
り
し
て
や
っ
て
く
れ
て

い
る
。
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
ま
す
」
と
建

一
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
｢お
客
さ
ん
に
『
お
い
し
か
っ
た
よ
』
と

言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
」
と
滿
恵
さ

ん
。
今
後
は
、
ブ
ド
ウ
を
10
品
種
に
増
や
す

計
画
で
す
。
｢今
年
の
収
穫
ま
で
に
直
売
所

を
充
実
さ
せ
、
お
客
さ
ん
が
そ
の
場
で
食
べ

ら
れ
、
く
つ
ろ
げ
る
癒
し
の
場
所
を
作
り
た

い
」
と
夢
は
広
が
り
ま
す
。

三次市

11月中旬から12月にかけて、1日に300～400㌔
を収穫

シャインマスカットの出来を確認する滿恵さん

地域の話題地域の話題

13 122021  第27号



●
青
色
申
告
や
収
入
保
険
な
ど
知
ら

な
い
と
損
を
す
る
こ
と
が
多
い
な

あ
と
感
じ
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
向
原
町

Ａ
さ
ん
（
54
)

人
と
一
緒
で
、
牛
の
出
産
も
命
が
け

で
す
。
牛
乳
や
お
肉
、
大
事

に
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

①地面を深く掘り、地下水をくみ上げる設備
②大阪府大阪市の観光名所。新世界の中心

部に建つ展望塔
③4月の春先から6月の初夏に見頃を迎え

る花。サツキによく似ている
④目･耳･鼻･口がついている部分。頭部の正面
⑤2020年7月より全国で有料化になったも

の。「レジ〇〇〇」
⑥まだ完成しない状態であること
⑦イカを油で揚げたもの。広島風お好み焼

きの具としても使われている
⑧英語で「大豆」のこと
⑨キャンプではこれに泊まるのが楽しみ！
⑩一人前の半分。または、その程度の能力

しかない者。「〇〇人前」
⑪世間にあまり知られていない興味深い

話。世間の人の目から逸した話

①令和4年度から廃止される水稲の引受方
式。耕地ごとの基準収穫量に対して支払わ
れるもの。「〇〇〇〇方式」

④日本で古くから親しまれている野菜。浅漬
け、千枚漬けに使われる

⑧特別な訓練を受けなくてもすぐに働き手と
なる存在。「〇〇〇〇力」

⑩焼き鳥や焼肉で食べられる牛や豚などの
心臓部分

⑫金・銀・〇〇
⑬過去のことに思いをはせること
⑭「〇〇〇〇に話す」など簡単で短く、手っ取

り早いさま
⑮令和２年に県内で多く発生した水稲への虫害
⑯微小な運動を大規模な運動に変換する。
「〇〇の原理」

⑰原料は海藻。ゼリーなどを作るときに使用する
⑱紙コップと糸を使った遊び道具

タテのカギ ヨコのカギ

⑭

⑰

⑬

⑨

⑥

⑫

⑧ ⑩

⑪

⑱

① ⑤

⑮

④③②

D

A

CB

A B C D

⑦

⑯

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
1
年

４
月
30
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

63
円

県
内
に
は
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後

の
県
内
散
歩
も
お
楽
し
み
に
♪

●
県
内
散
歩
の
ペ
ー
ジ
が
大
好
き
で

す
。
行
っ
た
所
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
と
き
は
懐
か
し
く
、
行
っ
た
こ

と
の
な
い
所
は
行
き
た
く
な
り
ま

す
。
新
し
い
発
見
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

尾
道
市
御
調
町 

Ｔ
さ
ん
（
71
)

●
｢牛
の
お
産
の
話
」
を
読
ん
で
畜

産
経
営
の
人
は
大
変
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
出
産
に
つ
い
て
は
牛

も
人
間
も
同
じ
よ
う
に
心
配
な
大

仕
事
で
感
動
し
ま
し
た
。
　

三
次
市
海
渡
町 

Ｙ
さ
ん
（
65
)

農
家
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
情

報
を
こ
れ
か
ら
も
発
信
し
て
い
き

ま
す
！ 

収
入
保
険
に
つ
い
て
、
ぜ

ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今回のプレゼント

農事組合法人せんごくの里の
「栄養豊富！せんごくテンペセット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

「ＮＯＳＡＩのパートナー」で紹介した北広島町の
秋山利恵さんが勤めるせんごくの里の加工商品

「テンペ」、「テンペ味噌」（500ｇ）をお届けします。

応
募
方
法

マ
ツ
タ
ケ

※
応
募
い
た
だ
い
た
3
6
4
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
す
。

前
回
の
答
え

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ

ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

広
告

中四国地方では弊社のみが飛助MGの教習をして
おります。教習から販売までのアフターフォロー

（農薬の販売）を致します。安定感・散布能力・扱い
やすさは他社のマルチローターに引けを取りませ
ん。一度お使いになると驚かれることと思います。
詳細につきましては電話でお問合せ下さい。

農林水産航空協会指定

広島マルチローター教習所

TEL.08477-2-4505
機体代 ： ¥980,000-（税抜）

代表取締役／谷口浩一
〒729-5121 広島県庄原市東城町川東1371-9

安定性能
散布性能
低価格

1ha=10分
※株式会社マゼックスの

一次販売店です

シ ヤ ン ハ イ 　 ツ
カ マ 　 コ ウ ヨ ウ
　 ケ イ ネ ン 　 ヤ
ア ン 　 エ 　 フ ク
オ 　 ウ キ ヨ エ
イ マ 　 デ 　 リ ジ
ロ 　 イ ン タ ー ン

　
ヌ
マ
ジ
交
通
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
２
０
０

０
点
以
上
の
電
車
な
ど
の
模
型
と
実
物
展
示

を
通
し
て
、
乗
り
物
の
歴
史
や
仕
組
み
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
工
作

教
室
や
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
随
時
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
年
３
回
、
大

き
な
企
画
展
が
開
か
れ
ま
す
。
３
月
か
ら
５

月
は
、
水
陸
両
用
の
飛
行
機
で
、
世
界
一
の

性
能
を
持
つ
「
救
難
飛
行
艇
U
S

ｰ

2
」
の

開
発
物
語
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
屋
外
広
場
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お

も
し
ろ
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
休
日

は
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
太
田
川
の
そ
ば
に
あ
る
カ
フ
ェ
D
ｏ
！ 

ｒ
ｅ
ｕ
ｒ
ｉ

は
、
竹
や
ぶ
だ
っ
た
場
所
を
造
成
し
て
作
ら
れ
た
お
店

で
す
。
安
心
安
全
な
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
、

国
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
生
産
者

の
方
が
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
「
お
ひ
る
の
ご
は
ん
」

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
来
店
し
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。
ゆ
っ

く
り
過
ご
せ
て
、
誰
で
も
気
軽
に
入
れ
る
お
店
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
天
気
が
良
い
日
に
は
、
テ
ラ
ス
席
で
景
色
を
眺
め
な

が
ら
食
事
を
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
庭
に
は
樹
木

と
花
を
合
わ
せ
て
30
種
類
以
上
が
植
え
ら
れ
、
四
季

折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

N O S A Iキャラクターの「ノーサイくん」が 、
地 域ならではの見 所などを訪ねて県内を散 策 。

今回は広 島 市 安 佐 南 区・安 佐 北 区へ行ってきました。

広島市安佐南区･安佐北区 編

あ
の
路
面
電
車
、懐
か
し
い
な
ー

あ
の
路
面
電
車
、懐
か
し
い
な
ー

ランチは、メイン料理と
汁物をそれぞれ選べます

店内では小物や雑貨
を販売しています

近未来の街の様子。細かく作られた建物や乗り物を近くで見ること
ができます

見
て
、触
れ
て
、体
験
で
き
る
博
物
館

ヌ
マ
ジ
交
通
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

広島市安佐北区安佐町毛木95-1
【TEL】082-837-1531
【営業時間】11：00～16：00
                  （ラストオーダー15：30）
※営業日はホームページで確認してください。

（www.doreuri.com/）

Do! reuri

広島市安佐南区長楽寺2丁目12-2
【TEL】082-878-6211
【営業時間】9：00～17：00
【休館日】月曜日（祝日等の場合は火曜日・水曜日）
　　　　祝日等の翌平日、年末年始、その他臨時休館あり

【入館料】大人：510円、小人・シニア：250円、
　　　　中学生以下：無料

ヌマジ交通ミュージアム

瀬
戸
田
産
レ
モ
ン
の
ケ
ー
キ
、

爽
や
か
で
お
い
し
い
〜

瀬
戸
田
産
レ
モ
ン
の
ケ
ー
キ
、

爽
や
か
で
お
い
し
い
〜

地
元
の
食
材
で
お
も
て
な
し

D
ｏ
！ 

ｒ
ｅ
ｕ
ｒ
ｉ

レ
ウ
リ 

268

中国自動車道

ヌマジ交通
ミュージアム

Do! reuri

191

261

487

安佐動物公園

可部運動公園

広島広域公園 54

山
陽

自
動

車
道

広
島

自
動

車
道

広島北IC

沼田スマートIC

広島IC

広島西風新都IC

太
田
川

ド
ゥ

安佐緑建

壬辰橋

太
田
川

Do! reuri

太田川橋
広島自動車道

267

177

D
o
! 

r
e
u
r
i
周
辺

15 142021  第27号



本　所
広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

東広島支所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

NOSAI 広島への
お問い合わせ・ご連絡先

第 27 号
〒732-0052 広島市東区光町一丁目２番23号
TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
URL   http://www.nosai-hiroshima.or.jp/
E-mail   nosai34@nosai-hiroshima.or.jp

発行／広島県農業共済組合
発行月／令和3年2月

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特
殊
詐
欺
に
よ
る

被
害
を
防
ご
う
！

　
令
和
元
年
の
広
島
県
内
の
特
殊
詐
欺
発
生
件
数

は
１
７
５
件
、
被
害
総
額
は
約
３
億
２
１
８
０
万

円
に
上
り
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
と
は
、
被
害
者
と
対
面
す
る
こ
と
な
く

電
話
や
メ
ー
ル
を
使
っ
て
指
定
し
た
口
座
へ
の
振
込

み
な
ど
で
、
現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
電
話
の
ほ
と
ん
ど
は
固
定
電
話
に

か
か
っ
て
き
ま
す
。
電
話
で
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
預
か
る
」
｢暗
証
番
号
を
教
え
て
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
１
０
０
％
詐
欺
で
す
。

●
他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
。

●
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
を
利
用
す
る
。

●
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、
相
手
を
確
認
し
て
か

ら
出
る
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

安芸太田町に住む藤井沙英ちゃん（９）、
圭吾君（６）、竜誠君（４）の３人きょうだい
は、みんなでゲームをしたり、鬼ごっこをした
り、とっても仲良しです。沙英ちゃんはニンテ
ンドースイッチの「どうぶつの森」、圭吾君は
サッカー、竜誠君は野球が好きです。

表紙写真紹介
ふじ   い さ　 え

けい  ご りゅうせい

き
ら
り

北
広
島
町秋

山 
利
恵
さ
ん（
67
）

と
し

　え

　
共
済
委
員
を
務
め
て
４
年
目
で
す
。

日
頃
か
ら
、
地
区
の
方
々
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
農
事
組
合
法
人
せ
ん
ご
く
の
里
の
加

工
部
の
部
長
を
し
て
い
ま
す
。
特
別
栽

培
農
産
物
「
安
心
！ 

広
島
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
定
さ
れ
た
法
人
産
の
大
豆
を
使

い
、
テ
ン
ペ
や
テ
ン
ペ
を
混
ぜ
込
ん
だ

み
そ
な
ど
の
加
工
品
を
製
造
し
、
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
花
が
好
き
で
、
庭
で
年
中
い
ろ
ん
な

種
類
を
育
て
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
」に
で
き
る
こ
と

こ
ん
な「
言
葉
」に
は
厳
重
注
意

広
島
県
警
防
犯
情
報

第 号27
2021

あ
き  

や
ま

　
昨
年
の
秋
に
帰
郷
し
、
福
山
市
内
の

メ
ロ
ン
パ
ン
専
門
店
で
働
い
て
い
ま

す
。
メ
ロ
ン
パ
ン
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
方
や
リ
ピ
ー
タ
ー

さ
ん
も
多
く
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

接
客
し
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
小
学
生
の
時
に
両
親
と
始
め

た
「
よ
さ
こ
い
」
で
す
。
福
山
ば
ら
祭
り

や
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
高
知
県

の
大
会
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
体
を
動

か
す
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。

萩
原 

麻
琴
さ
ん
（
20
）

は
ぎ

　わ
ら

神
石
高
原
町

ま

　

 

こ
と

●
保
険
料
の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
。

●
詐
欺
グ
ル
ー
プ
を
捕
ま
え
た
ら
、

　
あ
な
た
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。

特  集 
「一筆
方
式
」は
令
和
3
年
産
ま
で

〜
水
稲
共
済
引
受
方
式
見
直
し
の
ご
案
内
〜


